
〔
室閏

評

土
井
忠
生
・
森
田

『
邦
訳

日

武
・
長
南

葡

辞

実
編
訳

書』

H

評

に

代

え

て
d

日
ど
ろ
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
本
で
は
あ
り、
旦
は
研
究の一
助に
と

思っ
て
引
き
受
け
た
が、
「
書
評」
と
は、
本
来、
そ
の
著
者以
上
の
見
識が

な
け
れ
ば
書
け
な
い
は
ずの
もの
ーーそ
の
大
気
な
さ
に
後
悔し
な
が
ら
筆
を

執
ら
ざ
る
を
得
ない。

辞
書の
使
命は、
一
口
に
言っ
て
言
語
規
範
を
示
す
所に
あ
る
が、
そ
の
辞

書の
言
わ
ば
編
纂
境
遇
に
よ
り、
様々
な
制
約
を
受
け
る。
日
菊
辞
書は、

ω
キ
リシ
タン
の
方
針
で、
使
用
すべ
き
言
葉
と
し
て
京
都
語
を
中
心
と

し、
理
解
すべ
き
方
言
や
卑
語
を
加え
て
編
集し
て
い
る
が、
当
時
代につ

い
て
み
れ
ば、
方
言・
卑
語
な
ど
の
限
界・
程
度な
ど
は
必
ず
し
も
明
ら
か

と
は
言
え
ない。

ω
日
葡
辞
書の
編
纂は、
国
語
の
未
曽
有の
変
遷
期に
当る。
言
語
の
変

化
は
急
変
と
言っ
て
も
数
十
年・
百
年
を
単
位に
する
と
は
言
え、
と
の
日

葡
辞
書に
説
く
所
が、
ど
れ
程の
年
代に
適
用
で
き
る
か
は
注
意
を
婆
す

ヲ令。今。

『邦訳日葡辞書』評〕〔書

中
心
的
編
者
が
外
国
人
で
あ
る。
日
本
人
の
協
力
が
あ
る
も
の
の、
母

井

上

章

国
語
を
異に
する
人
の
編
纂に
な
る。
そ乙
に
外
国
人
な
る
が
故の、
ふ
と

し
た
取
り
違
え
の
如き
もの
も
起
り
得
る。

ζ
れ
ら、
日
葡
辞
書の
限
界
と
も
言
うべ
き
事に
触
れ
る
必
要は
ない
と
も

思
う。
し
か
し、
と
の
よ
うな
事が
本
蓄を
利
用
する
際の
注
意
事
項で
あっ

て
み
れ
ば、
邦
訳
す
る
(た
だ
字
義を
写
すの
み
で
な
く、
解
説
な
ど
を
加
え

る)
場
合に、
種々
な
課
題
と
な
るの
で
あ
り、
邦
訳日
葡
辞
書の
苦
労が
窺

わ
れ
る
と
共に、
と
れ
を
使
用
す
る
に
当っ
て
も
留
意
すべ
き
点な
しと
は
し

ない
の
で
あ
る。

以
下、
『
邦
訳日
菊
辞
書』
を
『
邦
訳
本』
と
略
称
さ
せ
て
頂
く。
同
じ
く、

そ
の
原
著
『日
葡
辞
書』
を
『日
葡』
と
略
記
する。
両
書
を
包
括
し
て
言
う

と
き
は
『
当
辞
書』
と
する。

『
邦
訳
本』
の
特
質

て
単
な
る
訳
本で
は
ない
こ
と
』||もし
字
義
面
を
写
す
だ
け
で
満
足
す
る

な
ら、
格
段に
容
易で
あっ
た
ろ
う。
し
か
し、
そ
れ
で
は
済
ま
ない
事
情が

あ
る。
『日
葡』
は一
冊の
書
で
あ
る
が、
本
篇と
補
選
篤
と
よ
り
成
り、一
語

の
検
索に
必
ず二
箇
所
引
か
ね
ば
な
らぬ
か
ら
で、
『邦
訳
本』
が
補
遺
を
本
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結
に
編
入
し
て
こ
の
煩
を
救っ
て
く
れ
た
事
は、
大
い
に
利
用
度
を
高
め
た
も

の
で
あ
る。

さ
て、
と
こ
ま
で
は
『
日
葡』
の
字
義
を
写
す
の
み
に
止っ
て
も
よ
い。
し

か
し
本
篤
と
補
遺
に
同
じ
語
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
の
違っ
て
い
る
よ
う
な
例
が

あ
り、
勢
い
比
較・
解
説
す
る
必
要
が
生
じ
た。
類
似
の
ラ
ポ
日
対
訳
辞
書・

日
西
辞
書・
日
仏
辞
典
な
ど
も、
要
に
応
じ
て
対
照
し
て
あ
る。
も
ち
ろ
ん、

乙
う
い
う
特
殊
事
情
が
な
く
て
も、
『
日
葡』
を
引
く
時、
こ
れ
ら
辞
書
を
く

ら
べ
る
事
は、
各
自
に
課
せ
ら
れ
た
事
で
あっ
た
が、
そ
れ
が
ま
た
困
難
な
乙

と
で
あっ
た
の
だ
か
ら。

ニ、
日
葡・
ラ
ポ
日・
日
西・
日
仏
の
受

T!
と
れ
ら
が、
同
じ
く
正
し
い

場
合
ま
で
記
載
す
る
必
要
は
な
い
が、
少
な
く
と
も、
訳・
説
明
な
ど
に
相
違

や
誤
り
が
あ
る
場
合
は、
そ
れ
を
比
較
検
討
し
た
い。
と
の
邦
訳
本
は
そ
の
要

求
の一
端
に
応
え
て
い
る。
乙
乙
に
ま
た一
つ
の
利
点
が
あ
る。

三、
訳
の
正
確
さ
||一
番
の
課
題
が
乙
と
に
あ
る
一事
は
当
然
で
あ
ろ
う。
種

々
の
必
要
上、
『
日
葡』
を
引
い
た
人
は
多
い
で
あ
ろ
う
が、
何
分
に
も
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
は、
特
定
語
支
の
外
は
あ
ま
り
日
常
的
と
は
言
え
な
い。
そ
れ
に

『
日
菊』
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
現
用
の
綴
り
と
違
う
乙
と
が
多
い。
ま
た
筒
潔

な
表
現
で
説
明
さ
れ
て
い
る
辞
書
だ
か
ら
と
そ、
自
分
の
訳
に
自
信
が
も
て
な

い。
前
記
の
関
連
辞
書
を
引
き
く
ら
べ
て
も
却っ
て
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う

苦
い
経
験
も
少
な
く
な
い。
辛
う
じ
て、
宛
漢
字
の
注
記
や
例
文
の
ロ
ー
マ
字

表
記
に
頼
る
よ
う
な
一事
に
な
る。

と
う
い
う
問
題
を
広
く
深
い
ロ
マ
ン
ス
諸
語
の
知
識、
し
か
も
歴
史
的
変
化

や
本
国
以
外
に
お
け
る
表
現
ま
で
網
羅
で
き
る
力
量
を
もっ
て
乗
り
超
え
て
く

れ
た
事
に、
敬
意
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い。
乙
れ
が
と
の
邦
訳
本
の
最
大
の
功

結
で
あ
る
乙
と
は
言
う
ま
で
も
な
い。

四、
本
書
中
の
用
語
で
説
明
を
徳
っ
た
点
li
限
ら
れ
た
言
語
資
料
を
最
大
限

に
駆
使
し
た
い
要
求
が
あ
る。
説
明
に
伎
わ
れ
た
用
語
が、
他
の
項
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
例
を
参
考
す
る
事
に
よっ
て、
疑
問
を
の
り
超
え
た
所
が
多
い。

乙
れ
が、
乙
の
邦
訳
本
の
客
観
性
を
著
し
く
高
め
た
と
言
い
う
る。

五、
問
題
は
む
し
ろ
日
葡
辞
書
そ
の
も
の
に

||
解
説
や
注
の
必
要
は、
第一

に、
本
体
の
『
日
葡』
が
誤っ
て
い
た
り、
不
完
全
で
あっ
た
り
し
た
所
に
生

じ
た
も
の
で
あ
る。

さ
て、
実
は、
乙
の
解
説・
注
を
ど
の
程
度つ
け
る
か
が
問
題
で、
も
し
徹

底
的
に
や
れ
ば
『
邦
訳
日
葡
辞
書』
の
名
称
と
は
自
ら
異
な
っ
た
も
の
に
な
ら

ざ
る
を
得
ま
い。
全
体
の
分
量
(
乙
れ
が
案
外
利
用
度
に
影
響
す
る)
と
の
勘

案
も
あっ
て
現
在
の
姿
に
落
ち
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
が、
や
は
り
乙
乙
に一
つ

の
課
題
が
生
じ
る。
即
ち、
乙
の
邦
訳
本
で
解
説
や
注
を
つ
け
て
い
な
い
も
の

は、
『
日
葡』
が
(
結
果
的
に
『
邦
訳
本』
の
訳
で
は
な
く
内
容
が)
す
べ
て

正
し
い
と
解
し
て
よ
い
か
と
い
う
点
で
あ
る。

日
ポ
両
民
族
が
接
し
て
僅
々
六
十
年
ほ
ど
の
時
に、
宣
教
師
が
よ
く
と
れ
程

日
本
語
を
理
解
し
た
と
言
うべ
き
で
は
あ
る
が、
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
問
題

は、
規
範
を一示
すべ
き
辞
書
で
あ
れ
ば
乙
そ
特
に
問
題
な
の
で
あ
り、
ζ
の
邦

訳
本
を
通
し
て
批
判
的
に
見
る
べ
き
点
も
残
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ

る。

28， 

日
常
の
生
活
語
実
は、
使
用
頻
度
も
高
く、
眼
前
に
そ
の
使
用
場
面
が
あ
る

か
ら、
初
め
は
誤っ
て
も-訂
正
さ
れ
る
機
会
が
多
い。
ま
た
ポ
語・
ラ
テ
ン
語

な
ど
の
例
に
照
し
て
吟
味
も
し
や
す
い。
し
か
し、
た
と
え
ば
有
職
故
実
的
な

語、
当
時
既
に
古
語
で
あ
る
も
の、
漢
語、
詩
歌
語
な
ど
と
な
る
と、
や
は
り

相
当
困
難
で
あっ
た
で
あ
ろ
う
し、
問
題
語
も
そ
の
辺
に
多
い。

六、
表
記
上
の
問
題
||
『
日
葡』
は、
日
本
語
の
見
出
し・
例
文
を
ロ
!
?



『邦訳日葡辞書』

字
で
綴っ
て
い
る
が、
そ
れ
が
「
表
音
式」
で
あ
る
点に
高い
価
値
が
あ
る。

そ
れ
を
翻
字
す
る
際に
ど
う
し
た
ら
合
理
的
な
の
か。
『
邦
訳
本』
も
見出
し

は
『日
葡』
の
ま
ま
に
示し、
次い
で
片
仮
名で
表
示し
た
発
音は
原
綴に
忠

実
な
文
字
遣い
を
し
て
あ
り、
巻
末の
表
記一
覧
表と
照
合し
て、
音
声の
再

現
は
大
要
可
能と
思
わ
れ
る。
た
だ
『日
葡』
の
効
音
表
記
は、
同一
ケ
l
ス

に
も
揺
れ
が
見
ら
れ、
表
記
ど
お
り
発
音し
た
か
疑
問な
例
も
指
摘
さ
れ
て
居

る。
従っ
て
原
綴に
対
応
させ
て
仮
名
文
字を
あて
る
事は
若
干の
問
題も
あ

ろ
う
が、
さ
りと
て、
揺れ
を
統一
し
て
表
記
する
事
は
「
訳
本」
の
立
場
か

ら
排
除せ
ざ
る
を
得
ない。

な
お、
ォ
列
関Aロ
音・
四
ツ
仮
名な
どの
混
聞に
つ
い
て
も
同
様で、
原
著

の
誤は
指
摘し
な
が
ら
も
そ
の
ま
ま
翻
字せ
ざ
る
を
得
ない
の
は、
邦
訳
本と

し
て
当
然で
あ
る。

さ
て、
見出
し、
ヵ
ナ
翻
字につ
い
で、
「
宛
漢
字」
を
示
す
が、
「
当
時の

慣
用
を
考
慮し
な
が
ら、
な
るべ
く一
般
的
な
もの
を
あて」
て
居る
点、
利

用
し
や
すい。
た
だ、
例
え
ば
「
丈
夫」
の
意の
「
ガン
ヂョ
ウ」
に
「五
調」

を
あて
る
如き
は、
あ
ま
り一
般に
見る
文
字
遣い
と
は
言
え
ぬ
が、
むし
ろ

利
用
者
側で
実
例に
当
るべ
き
もの
で
あ
ろ
う。

次に、
「
送
り
が
な・
活
用
語
尾」
「
例
文の
か
な
表
記」
は、
歴
史
的
か
な

づ
か
い
に
よっ
て
い
る。
宛
漢
字
と
と
もに
「
日
本
文
献で
は、
当
時ど
ろ、

と
う
書い
て
い
る(乙
と
が
多い
ご
と
い
う
意
味に
と
れ
ば
首
肯
さ
れ
る
もの

の、
歴
史
的
か
な
づ
かい
の
根
拠は、
当
時よ
り
六
O
O
年
も
古い
平
安
朝
言

語
に
あ
り、
『目
葡』
が
室
町
末
t
江
戸
初
期の
言
語
相を
示
す
と
乙
ろに
第

一
義が
あ
りと
す
れ
ば、
歴
史
的
か
な
づ
かい
を
用い
る
事に
相
応の
批
判は

あ
り
え
よ
う。
特に
問
題に
な
る
の
は、
文
法
(
活
用の
説
明)
に
も
か
か
わ

る
か
ら
で
あ
る
(
後
述)。

評〕〔書

以
下
具
体
的な
例を
示し
て
お
く。
た
だ、
そ
の
順
序は
前
述の
各
項と
は

同
じ
で
ない。

ー
、

仮

名

遣

い

に

つ

い

て

当
時は、
キ
リシ
タン・
ロ
ーマ
字が
示
すと
お
り、
本
来
「ハ
行・
ワ
行・

ア
行の
各
下二
段
活
用で
あっ
た
動
詞」
は、
ほ
ぽ
全
面
的
に
「エ・
ェ・
ユ

(ル)・
ユ
ル・
ユ
レ・
エ什
1lヤ
行
下二
段(
相
当
こ
に
転
じ
て
い
る
が、
と

の
邦
訳
本
で
は、「
添へ・
添
ゆ
る(
pm
右)」
「
植ゑ・
植
ゆ
る(
pm
右)」

「(
得)
え・
ゆ
る(
P制
右
ご
の
如
く
表
記
し
て
い
る。
当
時
既に
同
音に
帰

し
て
い
る
(キ
リシ
タン・
ロ
ーマ
字は
すべ
て
刊と
す
る)
もの
を
敢
て
歴

史
的
仮
名
遣い
に
よっ
て
区
別し、
結
果
的に
活
用
上も
そ
れ
ぞ
れ二
行
に
ま

た
がっ
て
(ハ・
ヤ
行、
ワ・
ヤ
行)
示さ
れ
る
事
に
な
る。

また、
「
敵
対
ふ(
P附
左)・
束
帯ふ(
p悶
右)」
な
ど
の
動
詞も、
日
本
文

献で
は、
な
る
ほ
ど
「
敵た
ふ(連
体
形)・
束
帯ひ(連
用
形
ごの
例が
あ
り、

そ
の
意
味でハ
行
四
段
と
さ
れ
て
い
る
が、
出
典は
中
世の
もの
で
あ
り、
本

来ハ
行の
裏づ
け
は
ない
語
で
あ
る。

平
安
期
ま
で
の
歴
史
的
表
記
を
採る
限
り、
乙
うせ
ざ
る
を
得
ない
が、
そ

れ
は、
キ
リシ
タン
の
意
図し
た
所と
は
異な
る
事に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

2
、

明

瞭

な

『

目

葡
』

の

誤

り

で

な

い

限

り

否

定

す

る

事

を

避

け

た

(

ま

え

が

き

P
4
)

事

に

つ

い

て

慎
重
な
態
度で
あ
る。
以
下
の
例は乙
の
中に
入
ら
ない
か
も
知
れ
な
い

が、
参
考
ま
で
に
あ
げる。

〔ニユ
ウ
ダゥ
グモ〕
H(正
篇)
大き
な
蜘
妹の一
種
属で、
円い
身
体
を
し

て
い
る
もの(
補
選)。
大
き
な
蜘
妹の一
種。
:・
:(傍
点
筆
者)

訳
は
正
し
い。
す
る
と
「
入
道
蜘
妹」
と
し
か
取
りょ
う
が
な
い。
た
だ
し
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『
日
本
動
物
園
鑑
(
内
由
清
之
助)』
な
ど、
異
名
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の

に
よ
っ
て
も、
乙
の
名
の
「
蜘
妹」
は
見
当
ら
な
い。
些一
か
想
像
に
流
れ
る

.カ
神
父
「ニ
ユ
ウ
ダ
?グ
モ、
何
で
お
り
ゃ
るつ
」

信
徒
「
大
き
な
ム
ク
ム
ク
ふ
く
れ
上
っ
た
雲
で
お
ぢ
ゃ
る」

神
父
「
あ
あ、
入
道
蜘
妹
ね。
ま
る
く
ふ
く
れ
た」

と
い
う
よ
う
な
場
面
が
あ
り
は
し
な
い
か。
と
こ
ろ
が、
後
で
「
形
は

割引刊

と
は
限
ら
な
い」
と
訂
さ
れ
て、
補
遺
は
「
大
き
な」
だ
け
に
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か。
即
ち
同
音
異
義
語
を
た
ま
た
ま
口
頭
で
扱っ
た
た
め
の
誤
り
で
は

な
い
の
か
?
た
だ
し、
当
時
の、
少
く
と
も
西
日
本
で、
乙
の
名
で
呼
ば
れ

た
蜘
妹
が、
真に
な
かっ
た
か
は、
今
確
認し
に
くい。
と
は
言
え、
や
は
り

「
問
題誌
巴
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

3、
有
職
故
実
的
な
も
の

かム
て

〔
パ
パ
ガ
シ
ラ〕
H(
馬
場
頭)
馬
場
の
始
ま
る
所・
す
な
わ
ち
上
手(
P
G
右)

と
ある。
乙
れ
に
は
「
対
語」
と
し
て
で
あ
ろ
う。
しむて

〔
パ
パ
ズ
ヱ〕
H(
馬
場
末)
馬
場
の
終
る
所・
す
な
わ
ち
下
手(
P
MW
左)

が
あ
る。
ζ
れ
を
「
対」
と
し
て
受
け
と
れ
ば、
『
邦
訳
本』
の
訳
は
首
肯
さ

れ
る。
し
か
し
説
明
は、

馬
場
頭
同UH
En-
-0・
oz
n
与問口町一
s
i--・(
削除
暴)

馬
場
末
叶
2
50・
0E
宮司円四
宮町向『-
R
i--・(
際
暴)

の
と
お
り、
後
者
は
明
僚
に
場
所
で
あ
る
が、
前
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
限
ら

L
、。
Jeh
pv
 
ま
ず
司ユロ2
包o
は
抽
象
的
で、一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
意
味
は
「
糸
口・

はで〈包
ぜつみやワ
げ
し

最
初・
発
端・
原
理・
主
義」
な
ど(『目
指と
で
も
「果
口・
絶
命・
夏
至・

かうしよ

あ'ま

劫
初」
の
項
な
ど
に
あ
り)
で
あ
る。
g
Z
2
が
「
頭」
と
い
う
物
に
沿っ
て

「
首
領・
長」
の
意
に
な
る
の
と
似
て、
「
発
端・
原
理」
な
と
の
意
は、
ま

た
観
念
に
沿っ
て
同
じ
く
「
首
領・
長」
の
意
に
な
り
得
る。
現
に
同
源
の

Y
En-uと
は、
そ
の
名
詞
用
法が
「
首
長」
の
意
に
用い
ら
れ
て
い
る
例
は

多い。
『
邦
訳
本』
で
「
長・
頭」
の
意に
訳
さ
れ
た
『日
萄』
中の
語
は(
気

づ
い
た
限
り
で)、

-n白『
2白
(
伊
作
「
弘山市h
件」
S
H刊誌ν
mv)

'||
罰
法・
期
批・
知
wm-
ー

さ

」い・
診
怒
待問・
眼・
mm(
怠)・
涛
爵・
U六
時剛山
見)
恥
銅

-司コロ己
目包
丁|
肘
鵡・
期
尚・
ー
さ
」い・
診
際
〉-
R
mm(ヨ)-
EH掠・
湾

総・
U六
時
訓
見)
恥
刻

乙
の
二
語
は、
oz
で
組
み
合
わ
せ
て
使っ
て
い
る
事
が
多
く、
例
も
多
い。

た
だ一
つ
ずつ、

・
8
立
芯0・
同VZ口口一
10
||山期
決
qu
魁

が
あ
る。
即
ち
「
張
本」
の
項に
は
集
中的に
現
れ
て
い
て、
結
局
grsp

司コロ丘町M0・
8HUF
E
は
同
意
に
用
い
ら
れ
る
事
が
わ
か
る。

ま
た
g
znaH曲
の
方
も、
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な
どの
対
応
か
ら
g
Z
2
と
同
じ
意

と
る
可
能
性が
あ
る。

ζ
れ
ら、
ラ
ポ
日
対
訳
辞
書
ゃ、
現
代ポル
ト
ガル
語
を
母
語
と
す
る人
に

当っ
て
み
た
が、
両
語
と
も
「人
につ
い
て
首長の
意」
に
用い
る
証
は
得
ら

れ
な
か
っ
た。
し
か
し
外
な
ら
ぬ
『
日
葡』
の
説
明
用
例
か
ら
胃
sn
e
g
は

「
長」
の
可
能
性
が
あ
る。

結
果
的
に
「
首
領・
長」
の
窓)
に



『邦訳白菊辞書』

らと

ま
た
「
馬
場
末」
と
対を
な
すの
は、
一
般
的に
は
「
馬
場
本」
で
あ
る
事

かしら

も
考
慮せ
ね
ば
な
らぬ
が、
「
本(も
と・
は
じ
め)」
を
「
頭」
と
い
う
例は

「
目
頭・
月
頭」
な
ど
が
あ
る。

役
職の
「
長」
を
「か
し
ら」
と
い
う
熟
語
と
し
て
「
足
軽
頭・
小
姓
頭」

な
ど、
ほ
ぽ
同
時
代の
もの
と
考
え
ら
れ
る
例
が
あ
る
が、
『日
葡』
に
は
載

せ
て
い
ない、
な
ど、
「l
長」
の
意
と
す
る
に
も
な
お
問
題は
残
る。

最
後に
「
馬
場
末」
と
対
な
ら、
説
明
用
語
も
対に
し
て、
宮ユ巾mE
3ュ
2

:・
と
す
れ
ば
よ
い
の
に
と
思
わ
れ
た
が、
EHM由江O円
は
教
会
内
で
「
長
老」

い
う
要
職
を
表
す
特
別な
意
味の
ある
語
だ
か
ら、
態
と
避
け
た
の
か、
な
ど

と
と
も
考
え
ら
れ
た。

正
直に
言っ
て
頭
を
悩
ま
し
た
例
で
あ
る。

〔
イ
シ
ブ
ミ〕
H(碑)
ある
死
者
が
自
分の
記
念の
た
め
に、
石に
刻
ん
で
残
し

て
ある
銘
文。

訳は
正
し
い。
然
らば
「
碑」
と
は、
そ
の
人が
自
身で
建て
る
物と
な
り

(
実
際、
そ
うい
う
事が
皆
無と
は
思
わ
れ
な
い
が
て
そ
う
で
あ
る
限
り、

「
或
る
死
者
が」
と
い
う
主
語
は
却っ
て
お
か
し
い
もの
と
な
る
二
般に
は、

や
は
り
「
記
念に
残
す」
人
は
「
記
念
さ
れ
る
或
る
死
者」
と
は
別
で
あ
ろ

.つ。

評〕

乙
れ
も、
強い
て
詮
索
す
れ
ば
「の(格
助
詞
ご
に
「
所
有
格・
連
体
性
主

格」
の
両
様
あ
り、
「
或る
死
者」
も
「
石
碑を
残
し
た
人」
も、
共に
三
人

称
で
表
さ
れ
る
上
に、
石
碑
建
立
者
も
ま
た
故
人
で
あ
る
事
が
多い
実
情
か

ら、
更に、
自
明な
主
語
を
省い
て
し
ま
う
事の
多い
日
本
語
で、

「
或
る
死
者の
記
念の
た
めに
石に
刻ん
で
残
し
た
銘
文」

と
い
う
如
き
表
現
か
ら
は、
乙
の
説
明の
よ
う
な
ポル
ト
ガ
ル
語
文
が
生
じ
そ

う
で
あ
る。

〔書

4、
歌
謡
と
し
た
も
の
(
古
語
で
も
あ
る)

〔
ホ
ズ
ヱ〕
H(穏
末)
花の
校。
詩歌語。

訳は、
私
見で
は
「
花・
パ
ラ
の
束」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
そ
う
だ。
し
か

し、
い
ず
れ
「
穏
末」
は
引っ
か
か
る。

訳
者
が
注
さ
れ
た
『
匠
材
集』
の
「ホズエ、
木
の
校
の
事
な
り」
も、

む
し
ろ
花の
木の
枝と
と
るべ
き
事
を
示
唆
す
る。
「歌翠巴
と
さ
れ
て
い
る

線に
沿っ
て
み
る
と、
万
葉
集
(巻
十、
二
三
三
O)
に、

同hh叫

{波)

妹
が
た
め
末
枝の
梅
を
た
を
る
と
は、

しづえ

で(風雅)

下
校の
露に
濡
れに
け
る
か
も
(人
麿)

と
あ
る
の
を
『
風
雅
和
歌
集』
で
は
「ほ
ずゑ」
と
し
て
い
る(巻一
・
日)。

乙
の
場
合に
当
る
の
で
は
ない
か
?
原
因
は
む
し
ろ
日
本
側で
あ
ろ
う。

連
体
格
助詞
「つ」
が
濁
音
化
し
た上
で
「
ず」
に
さ
れ、
「え」
が
「ゑ・

へ」
と
警か
れる
事
は、
当
時に
おい
て
十
分
あ
り
うる
事で
あ
る。
そ
し
て

「
すゑ(
ずゑ
ご
に
「
末」
の
意
を
あて
た(乙
れ
は
結
果
的
に
「
末」
の
歴
史

的
表
記
に一
致
し、
ま
た
原
義の
「上
枝」
の
意に
も
近い)
もの
で、

「
木
末
ホ
ス
へ」『
運
歩
色
葉
集』

も
そ
の
類
例と
恩
わ
れ
る。

こ
れ
に
は、
「
四つ
の
仮
名の
混
同」
が
か
か
わ
る
が、
『日
葡』
中に
も
例

が
あ
り、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
省
略
す
る。

な
お
「
花の
校」
と
し
た
の
は
歌
語の
ホ
ツエ
が
実
例
上
「
橘・
梅・
桜」

な
ど
に
多
く
用い
ら
れ
て
い
る
か
ら乙
そ
で
あ
ろ
う。
本
例の
場
合た
だ
「
穏

末」
で
は
問
題が
残
ろ
う
か。

5、
漢
語
で、
よ
み
に
文
法
が
関
わ
る
例

「至
る」
は
「
行
きつ
く・
極
ま
る」
い
ず
れ
の
例
も
ある
が、
「
夏
至・
冬

至」
は、
旧
暦
法で
は
「
盛
夏・
真
冬」
と
い
う
に
当
り、
後
者の
意で
あ
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る 。
し
か
る
に 、

。
5
ピ
ゲ
シ
(
夏
至)
夏
に
至
る
(
ロ
ー

マ
字) 。
夏
の
最
初 。
す
な
わ
ち

〔
陰
暦〕
五
月
の
真
ん
中 。

同，D」F
ト
ゥ
ジ
(
冬
至)
冬
至
る
(
ロ
ー

マ
字) 。
冬
の
さ
中
で
〔
陰
暦〕
の

十一
月
中
に
あ
る 。
夏
至
(
ロ
ー
マ
字)
乙
れ
は

周到刻寸劇り
で
あ
る 。

と
あ
っ

て 、
「
冬
至」
の
項
中
に 、
「
夏
至」
の
正
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る 。
後
で
訂
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る 。
で
は
な
ぜ
「
夏
至」
に
お
い
て
誤
っ

た
か 。
そ
れ
は
「
夏
に
至
る
H

夏
に
な
る
H

夏
の
初
め」
と
解
し
た
事
に
よ
る

で
あ
ろ
う 。
で
は
「
冬
至」
の
方
で
「
冬
至
る(
ロ
ー

マ
字)」
と
書
い
て
あ
る

の
は 、
正
し
く
読
ん
だ
と
言
い
切
れ
る
か 。
と
い
う
の
は 、
見
出
し
に
続
い
て

示
し
て
い
る
宛
漢
字
は 、
一
字一
字
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
事
も
多
く 、

た
と
え
ば 、

「
無
病」

||
「
ヤ
マ
イ
ナ
シ」

と
す
る
の
は
文
法
的
に
も
正
し
い
が 、

「
無
悪」

||
「
ナ
シ 、
ト
ガ」

は 、
単
に一
字一
字
を
別
個
に
示
し
(
な
る
が
放
に
コ
ン
7
を
打
っ

て
い
る
の

で
あ
ろ
う) 、
乙
の
ま
ま
読
ん
で
も
意
を
な
さ
な
い 。
乙
れ
に
比
べ
て
「
冬
至

る」
は 、
コ
ン
マ
が
な
い
か
ら 、

一
字
ず
つ
よ
ん
だ
ら
偶
然
文
法
に
も
叶
っ
た

と
い
う
の
で
は
な
く 、
正
し
く
読
ん
だ
の
だ
と
考
え
て
よ
い 。

本
語
に
つ
い
て
「
夏」
の
原
語
を
注
記
し
て
い
る
が 、
「
夏
の
最
初」
の
誤

り
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
(「
冬
至」
を
参
照
指
示
は
し
て
い
る
が) 。

6
、

古

典

の

例

に

照

し

て
、

い

か

が

と

思

わ

れ

る

例

(

訳

の

問

題

で

は

な

い
)

〔
ア
イ
ピ
キ〕
と
い
う
語
が
あ
る 。
近
世
か
ら
の
「
逢
引」
は
措
い
て 、
鎌
倉

1
室
町
期
の
「
相
引・
合
引」
は
「
1 、

両
方
と
も
軍
を
引
く 。
2、
敵
に
応

戦
し
て
弓
を
引
く」
の
二
つ
が
あ
る 。
さ
て
当
辞
書
は 、
ζ
の
1 、
の
外
に

「
間
引」
と
宛
て
ら
れ
る
「
普
通
の
干
潮
満
潮
以
外
の
短
時
間
の
干
満(
略
記)」

を
示
し
て
い
る
の
み
で 、
結
局
2、
は
示
さ
な
い 。

と
乙
ろ
が 、
例
の
『
天
草
版
平
家
物
語』
で
も 、
「
敵
が
弓
射
る
と
も
相
引
き

す
な
p

m」
の
例
が
あ
り(
2、
の
窓) 、
乙
れ
を
も
し
1 、
の
窓
に
と
っ

て
い

る
の
な
ら
大
変
な
誤
り
に
な
る
の
だ
が・

〔
ウ
マ
イ
カ
ダ〕
H(

馬
筏)
説
明
が
誤
解
を
招
か
ね
ば
よ
い
が 、
と
思
う
例
で

あ
る 。
当
辞
書
で
は
「
馬
を
渡
す
た
め
の
筏 。

馬
筏
を
組
む
|

乙
の
筏
を
作

る」
と
あ
っ

て 、
普
通
に
は
「
馬
を
乗
せ
て
渡
す
た
め
に
木
な
ど
で
筏
を
組

む」
と
解
さ
れ
る
し 、
実
際
そ
う
い
う
事
は
あ
ろ
う 。

かみて

し
か
し 、
乙
れ
も
『
平
家
物
語
(
天
草
版
と
も)』
で 、
「
強
い
馬
を
上
手

しもて

に 、
弱
い
馬
を
下
手
に
立
て 、
騎
馬
の
ま
ま
渡
河
す
る
馬
の
並
べ
方」
を
比
倫

的
に
言
っ
た
も
の
で
あ
る
(
天
草
版
p

m
-

m) 。

他
資
料
に
も
例
の
あ
る
語
な
の
で 、
出
典
と
の
関
係
で
問
題
を
残
す
語
で
あ

る 。
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7
、

音

声

と

文

法

に

関

る

例

と

し

て

fカ

トそ

〔
ヤ
ワ
カ〕
と
い
う
語
が
あ
る
(
p

m
左) 。
太
平
記
に
も
「
何
ナ
ル
新
田
殿
共

ノ
タ
マ
へ 、
ヤ
ワ
カ
泳
へ
候
ヤ(
巻
十
七・
一
ご
な
ど
あ
る
も
の
で
あ
る 。

一
方 、
当
辞
書
で
は 、
補
遺
に
〔
ヨ
ウ〕

の
項
が
あ
り
(
p

m
右)
「
都
合
よ

く・
ど
う
し
て
・
ど
う
し
て
も:::
し
な
い」
と
説
い
て
「
起
け
う
と
す
れ
ど

も 、
ょ
う
か
起
き
ら
れ
う
(
起
き
上
が
ろ
う
と
努
め
た
け
れ
ど
も 、
ど
う
し
て

起
き
ら
れ
よ
う)」
を
例
と
し
て
い
る 。

し
か
し 、
と
れ
は
『
邦
訳
本』
で
注
記
し
て
い
る
と
お
り 、
『
天
草
版
平
家

物
語』
(
p

m)
の
可m
g
に
当
る
と
恩
わ
れ
る
が 、
関A口
が
合
わ
な
い 。
ま
た

説
明
の
方
も
「
都
合
よ
く」
と
「
ど
う
し
て
も:::
し
な
い」
と
の
間
に
不
連

続
が
あ
る 。
後
者
は
「
ょ
う」
で
は
な
く 、
例
文
中
の
「
ょ
う
か」
に
つ
け
ら



れ
た
解
と
見るべ
き
で
あ
る。
し
か
し、
そ
の「ょ
う
か」
も、
実は「ヤ
ワ
カ

(歴
史
的
表
記
で
は
〈や
は
か
〉)」
か
ら
来た
も
の
で、
キ
リシ
タン
文
献で

オ
列
関
合の
区
別が
大
体
保た
れ
て
い
る
点か
ら、
一
ま
ず
「ヤ
ウ
カ
三円白」

の
段
階で
理
解
さ
れ
る
もの
で
あ
る。
仮
りに
開
合の
乱
れ(『日
葡』
に
も
例

あ
り)
で、
「
ょ
う
か」
と
さ
れ
る
事
は
あっ
て
も、
本
来
「
良
く・
能
く」

と
は
別で、
『
邦
訳
本』
で
漢
字
を
宛て
ない
の
は
そ
の
配
慮に
よ
る
と
思
わ

れ
る。も

し
紙
数が
許
せ
ば
「
小
宰
相(
有
職の
項)」
「も
せ・
い
づ
ら・
空
音(歌

謡)」
「
上
達(漢
語)」
「
因
果・
逆
縁(仏
語
ご
な
ど
も
指
摘
し
た
い
が、
訳

の
問
題
で
は
な
く
原
著
に
責の
あ
る
例で
あ
る。

『邦訳 日葡辞書』

「『目
菊』
の
本
質か
ら
離
れ
ず、
さ
な
が
らに
訳
出
さ
れ
て
い
る
事
(
誤
は

誤の
ま
ま)
が
第一
の
眼
目で
あ
る」
と
い
う
見
方で
当っ
た。
乙
の
点、
問

題
とい
うべ
き
例
は
見
出
さ
な
かっ
た
と
言っ
て
よ
い
し、
また
「
評
と
し

て」
徒
ら
に
演
末に
走
る
が
如き
事
は
避
けたつ
も
りで
あ
る。

終
りに、
木
書が、
国
語
学・
キ
リシ
タン
語
学ば
か
りで
な
く、
種々
の

研
究に
寄
与し
続け
る
で
あ
ろ
う
事
を
信
じつ
つ、
文
中の
無
礼な
言
辞
を
謝

し
て、
筆
を
摘
か
せ
て
頂
くこ
とに
す
る。

(
昭
和
五
十
五
年
五
月二
十
九
日
発
行
岩
波
書
居
刊

二
0
0
0
0
円)

B
5
判
八
九
九
頁

評〕

||
秋
田
大
学
教
授
||
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